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未だ収束の見えない新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行の中で、急性期以降に多彩な症状
をもたらすコロナ後遺症も臨床的に重要な病態である。「Long-COVID」・「PASC（post-acute sequelae 
of COVID-19）」とも呼ばれ、倦怠感を中心に、味覚・嗅覚障害、頭痛、不安、脱毛、睡眠障害、呼吸苦、
微熱など様々な後遺症状を呈する。我々の診療科では中等症～重症例を中心に多くの急性期 COVID-19
の診療を行ってきたが、急性期以降にも様々な症状で苦しむ患者と、そのマネジメントに苦慮する場面
を多く目にしてきた。このような患者の受け皿として、専門外来「コロナ・アフターケア（CAC）外来）」
を 2021 年 2 月に設立した。当科の強みを生かして総合的・全人的な診療を行い、他診療科とも連携し
ながら行ってきた診療経験から、コロナ後遺症の現状とその病態・治療についてお話ししたい。 
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